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文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
四
号

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
環
境
衛
生
基
準

（
平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

盛
山

正
仁

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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改 正 後 改 正 前

第２ 飲料水等の水質及び施設・設備に係る学校環境衛生基準 

１ [略] 

２ １の学校環境衛生基準の達成状況を調査するため、次表の

左欄に掲げる検査項目ごとに、同表の右欄に掲げる方法又は

これと同等以上の方法により、検査項目⑴については、毎学

年１回、検査項目⑵については、水道法施行規則第 54 条にお

いて準用する水道法施行規則第 15 条に規定する専用水道が実

施すべき水質検査の回数、検査項目⑶については、毎学年１

回、検査項目⑷については、毎学年２回、検査項目⑸につい

ては、水道水を水源とする飲料水にあっては、毎学年１回、

井戸水等を水源とする飲料水にあっては、毎学年２回、検査

項目⑹については、毎学年２回定期に検査を行うものとする

。 

検査項目 方法

⑴ 水道水を水源とする飲

料 水 （ 専 用 水 道 を 除

く。）の水質  

ア．一般細菌 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定

め る 方 法 （ 平 成 1 5 年 厚 生 労

働 省 告 示 第 2 6 1 号 ） に よ り

イ．大腸菌

ウ．塩化物イオン

エ ． 有 機 物 （ 全 有 機 炭 素

第２ 飲料水等の水質及び施設・設備に係る学校環境衛生基準 

１ [略] 

２ １の学校環境衛生基準の達成状況を調査するため、次表の

左欄に掲げる検査項目ごとに、同表の右欄に掲げる方法又は

これと同等以上の方法により、検査項目⑴については、毎学

年１回、検査項目⑵については、水道法施行規則第 54 条にお

いて準用する水道法施行規則第 15 条に規定する専用水道が実

施すべき水質検査の回数、検査項目⑶については、毎学年１

回、検査項目⑷については、毎学年２回、検査項目⑸につい

ては、水道水を水源とする飲料水にあっては、毎学年１回、

井戸水等を水源とする飲料水にあっては、毎学年２回、検査

項目⑹については、毎学年２回定期に検査を行うものとする

。 

検査項目 方法

⑴ 水道水を水源とする飲

料水（専用水道を除く）

の水質  

ア．一般細菌 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 方 法 （ 平 成 1 5 年 厚

生 労 働 省 告 示 第 2 6 1 号 ） に

イ．大腸菌

ウ．塩化物イオン

エ ． 有 機 物 （ 全 有 機 炭 素
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水

質

（ＴＯＣ）の量） 測定する。

オ．㏗値

カ．味

キ．臭気

ク．色度

ケ．濁度

コ．遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き 環 境 大

臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩 素 及

び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査 方 法

（ 平 成 1 5 年 厚 生 労 働 省 告 示

第 3 1 8 号 ） に よ り 測 定 す

る。  

[略 ]

⑵ 専用水道に該当しない

井戸水等を水源とする飲

料水の水質  

ア ． 専 用 水 道 が 実 施 す べ

き水質検査の項目

水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定

める方法により測定する。

イ．遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

水

質

（ＴＯＣ）の量） より測定する。

オ．㏗値

カ．味

キ．臭気

ク．色度

ケ．濁度

コ．遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労

働 大 臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩

素 及 び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査

方 法 （ 平 成 1 5 年 厚 生 労 働 省

告 示 第 3 1 8 号 ） に よ り 測 定

する。  

[略 ]

⑵ 専用水道に該当しない

井戸水等を水源とする飲

料水の水質  

ア ． 専 用 水 道 が 実 施 す べ

き水質検査の項目

水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 方 法 に よ り 測 定 す

る。

イ．遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第
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2 項 の 規 定 に 基 づ き 環 境 大

臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩 素 及

び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査 方 法

により測定する。

⑶ 専用水道（水道水を水

源とする場合を除く。）

及び専用水道に該当しな

い井戸水等を水源とする

飲料水の原水の水質  

ア．一般細菌 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定

める方法により測定する。

イ．大腸菌

ウ．塩化物イオン

エ ． 有 機 物 （ 全 有 機 炭 素

（ＴＯＣ）の量）

オ．㏗値

カ．味

キ．臭気

ク．色度

ケ．濁度

⑷ 雑用水の水質

ア．㏗値 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定イ．臭気

2 項 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労

働 大 臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩

素 及 び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査

方法により測定する。

⑶ 専用水道（水道水を水

源とする場合を除く。）

及び専用水道に該当しな

い井戸水等を水源とする

飲料水の原水の水質  

ア．一般細菌 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 方 法 に よ り 測 定 す

る。

イ．大腸菌

ウ．塩化物イオン

エ ． 有 機 物 （ 全 有 機 炭 素

（ＴＯＣ）の量）

オ．㏗値

カ．味

キ．臭気

ク．色度

ケ．濁度

⑷ 雑用水の水質

ア．㏗値 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣イ．臭気
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める方法により測定する。

ウ． [略 ] [略 ]

エ．大腸菌 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定

める方法により測定する。

オ．遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き 環 境 大

臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩 素 及

び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査 方 法

により測定する。

[略] 

第４ 水泳プールに係る学校環境衛生基準 

１ [略] 

２ １の学校環境衛生基準の達成状況を調査するため、次表の

左欄に掲げる検査項目ごとに、同表の右欄に掲げる方法又は

これと同等以上の方法により、検査項目⑴～⑹については、

使用日の積算が 30 日以内ごとに１回、検査項目⑺については

、使用期間中の適切な時期に１回以上、検査項目⑻～⑿につ

いては、毎学年１回定期に検査を行うものとする。 

検査項目 方法

が 定 め る 方 法 に よ り 測 定 す

る。

ウ． [略 ] [略 ]

エ．大腸菌 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 方 法 に よ り 測 定 す

る。

オ．遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労

働 大 臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩

素 及 び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査

方法により測定する。

[略] 

第４ 水泳プールに係る学校環境衛生基準 

１ [略] 

２ １の学校環境衛生基準の達成状況を調査するため、次表の

左欄に掲げる検査項目ごとに、同表の右欄に掲げる方法又は

これと同等以上の方法により、検査項目⑴～⑹については、

使用日の積算が 30 日以内ごとに１回、検査項目⑺については

、使用期間中の適切な時期に１回以上、検査項目⑻～⑿につ

いては、毎学年１回定期に検査を行うものとする。 

検査項目 方法
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水

質

⑴ 遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き 環 境 大

臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩 素 及

び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査 方 法

により測定する。

⑵ ㏗値 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定

める方法により測定する。

⑶ 大腸菌

⑷ 一般細菌

⑸ [略] [略] 

⑹ 濁度 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 環 境 大 臣 が 定

める方法により測定する。

⑺ 総トリハロメタン

⑻ 循 環 ろ 過 装 置 の 処 理

水

[略] 

[略] 

水

質

⑴ 遊離残留塩素 水 道 法 施 行 規 則 第 1 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き 厚 生 労

働 大 臣 が 定 め る 遊 離 残 留 塩

素 及 び 結 合 残 留 塩 素 の 検 査

方法により測定する。

⑵ ㏗値 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 方 法 に よ り 測 定 す

る。

⑶ 大腸菌

⑷ 一般細菌

⑸ [略] [略] 

⑹ 濁度 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 の

規 定 に 基 づ き 厚 生 労 働 大 臣

が 定 め る 方 法 に よ り 測 定 す

る。

⑺ 総トリハロメタン

⑻ 循 環 ろ 過 装 置 の 処 理

水

[略] 

[略] 

備 考 表 中 の [ ] の 記 載 は 注 記 で あ る 。
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